
54

No.30

ラ
オ
ス
で
初
め
て
の
ス
ー
パ
ー
・

ア
イ
ド
ル
が
誕
生
し
た

２
０
０
２
年
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
が

14
歳
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
愛
く
る
し
く

清
楚
な
顔
立
ち
に
加
え
て
、
ラ
オ
ス
の

伝
統
音
楽
、
西
洋
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
独

自
の
感
性
を
織
り
こ
ん
だ
ラ
オ
ス
初
の

ポ
ッ
プ
ス
の
サ
ウ
ン
ド
は
、
人
々
に
衝

撃
を
与
え
た
。
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
と
な

っ
た
バ
イ
オ
リ
ン
を
片
手
に
奏
で
、
ラ

オ
ス
伝
統
の
シ
ン（
巻
き
ス
カ
ー
ト
）
か

ら
パ
ン
ツ
に
変
え
て
、
ス
テ
ー
ジ
で
躍

動
的
に
踊
っ
た
。

１
９
７
５
年
、
社
会
主
義
国
に
移

行
し
た
ラ
オ
ス
は
、
こ
れ
ま
で
有
名
歌

手
を
情
報
文
化
省
の
専
属
に
し
て
伝
統

的
歌
謡
の
継
承
に
務
め
て
い
た
。
ま
た
、

政
府
は
外
国
文
化
流
入
に
よ
る
伝
統
文

化
の
破
壊
を
警
戒
し
て
い
た
。

94
年
に
は
、
タ
イ
と
ラ
オ
ス
の
間
の

メ
コ
ン
河
に
友
好
橋
が
架
け
ら
れ
、
タ

イ
の
物
資
が
急
激
に
流
入
し
た
。
ま
た
、

ラ
オ
ス
人
も
橋
を
使
っ
て
簡
単
に
タ
イ

へ
渡
れ
る
よ
う
に
な
り
、
両
国
の
人
の

交
流
も
盛
ん
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
ラ

オ
ス
経
済
は
タ
イ
通
貨
バ
ー
ツ
経
済
に

組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
首
都
ビ
エ
ン

チ
ャ
ン
を
中
心
と
し
て
、
ラ
オ
ス
の
メ

コ
ン
河
沿
い
で
は
、
タ
イ
の
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
が
受
信
で
き
て
、
西
洋
や
日
本

の
ポ
ッ
プ
ス
を
取
り
入
れ
た
タ
イ
の
最

新
の
音
楽
が
人
気
を
集
め
て
い
た
。

ラ
オ
ス
で
初
の
ス
ー
パ
ー
・
ア
イ
ド

ル
の
誕
生
だ
っ
た
。
ラ
オ
ス
各
地
で
開

催
さ
れ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
の
コ
ン
サ

ー
ト
会
場
に
は
数
万
人
が
集
ま
っ
た
。

フ
ァ
ン
た
ち
は
数
日
前
か
ら
寝
泊
ま
り

し
、
サ
イ
ン
を
求
め
て
殺
到
し
た
。
ビ

エ
ン
チ
ャ
ン
の
街
の
な
か
、
ラ
オ
ス
の

国
中
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
の
微
笑
む
広

告
塔
が
溢
れ
た
。
こ
う
し
た
現
象
の
す

べ
て
が
ラ
オ
ス
で
は
初
め
て
だ
っ
た
。

タ
イ
で
の
活
躍
に
事
実
無
根
の
噂
と

バ
ッ
シ
ン
グ
が
起
き
た

タ
イ
と
ラ
オ
ス
の
両
国
で
、
過
去
の

歴
史
に
対
す
る
認
識
に
は
、
想
像
を
超

え
る
違
い
が
あ
る
。
わ
か
り
や
す
い
例

で
は
、
バ
ン
コ
ク
の
有
名
な
エ
メ
ラ
ル

ド
寺
院
の
エ
メ
ラ
ル
ド
の
仏
像
。
ラ
オ

ス
側
か
ら
す
る
と
、
タ
イ
に
略
奪
さ
れ

た
も
の
。
タ
イ
側
か
ら
す
る
と
、
も
と

も
と
タ
イ
の
領
土
に
あ
っ
た
も
の
を
取

り
戻
し
た
こ
と
に
な
る
。

タ
イ
の
近
代
史
で
は
、
１
８
２
７
年

の
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
の
反
乱
と
し
て
描
か

れ
、
バ
ン
コ
ク
王
朝
に
反
逆
し
た
逆
賊

の
ア
ヌ
王
も
、
ラ
オ
ス
側
か
ら
す
る
と

国
民
的
英
雄
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。
ア
ヌ
王
は
バ
ン
コ
ク
で
さ
ら
し

者
に
さ
れ
て
、
檻
に
入
れ
ら
れ
て
溺
死

の
刑
を
受
け
た
。

翌
１
８
２
８
年
、
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
は

当
時
の
タ
イ
軍
に
よ
っ
て
焼
き
尽
く
さ

れ
、
無
人
の
都
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
多

く
の
ラ
オ
ス
人
が
奴
隷
と
し
て
タ
イ
に

連
行
さ
れ
た
。

さ
ら
に
１
８
９
３
年
に
は
、
シ
ャ
ム

仏
講
和
条
約
に
よ
り
メ
コ
ン
河
を
挟
ん

で
、
同
じ
民
族
の
ラ
オ
人
の
国
土
が
二

分
。
メ
コ
ン
河
の
西
岸
は
タ
イ
の
領
土

と
し
て
、
現
在
は
東
北
タ
イ
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
東
岸
が
現
在
の
ラ
オ
ス
。
ラ

オ
ス
は
タ
イ
か
ら
の
度
重
な
る
侵
略
、

弾
圧
、
略
奪
、
破
壊
、
支
配
を
受
け

る
歴
史
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

04
年
３
月
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
は
、

タ
イ
で
開
催
さ
れ
た
「
パ
タ
ヤ
音
楽
祭
」

に
、
ラ
オ
ス
人
歌
手
と
し
て
初
め
て
招

待
さ
れ
た
。
斬
新
で
独
特
な
ス
タ
イ
ル

と
高
い
音
楽
性
で
タ
イ
人
の
フ
ァ
ン
を

魅
了
し
、
タ
イ
の
テ
レ
ビ
や
新
聞
か
ら

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
殺
到
し
た
。

メ
コ
ン
河
を
越
え
て

ラ
オ
ス
の
歌
姫
が

ア
ジ
ア
へ
羽
ば
た
く

八や

木ぎ

沢さ
わ

克か
つ

昌ま
さ
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そ
の
直
後
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
は
予

想
も
し
な
い
災
難
に
見
舞
わ
れ
た
。「
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ラ
が
、
タ
イ
の
テ
レ
ビ
で

『
ラ
オ
ス
な
ん
か
に
生
ま
れ
て
残
念
』と

言
っ
た
」
と
い
う
噂
が
国
中
に
広
ま
り
、

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
の
微
笑
む
広
告
塔
の

写
真
の
一
部
が
壊
さ
れ
た
。「
も
う
ラ
オ

ス
に
は
い
な
い
」
な
ど
の
怪
情
報
が
乱

れ
飛
ん
だ
。

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
に
は
、
ま
っ
た
く

身
に
覚
え
の
な
い
発
言
と
バ
ッ
シ
ン
グ

だ
っ
た
。
タ
イ
側
の
音
楽
祭
を
主
催
し

た
関
係
者
、
発
言
を
放
送
し
た
と
さ
れ

る
テ
レ
ビ
局
の
関
係
者
も「
信
じ
ら
れ
な

い
。
そ
う
し
た
発
言
は
一
切
な
か
っ
た
」

と
証
言
し
た
。
噂
の
原
因
は
謎
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ラ
が
初
め
て
で
は
な
い
。
03
年
に
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
新
聞
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
も

人
気
の
あ
る
タ
イ
の
女
優
が「
ア
ン
コ

ー
ル
・
ワ
ッ
ト
は
タ
イ
の
も
の
」
と
発

言
し
た
と
報
道
し
、
怒
っ
た
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
民
衆
が
、
タ
イ
大
使
館
を
襲
撃
す

る
事
件
と
な
っ
た
。
ま
た
、
以
前
に
も
、

ラ
オ
ス
で
人
気
の
タ
イ
人
歌
手
が「
ラ

オ
ス
人
は
汚
い
」
と
言
っ
た
と
い
う
噂

に
ラ
オ
ス
人
た
ち
が
激
高
し
た
。
い
ず

れ
も
事
実
無
根
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
事
件
か
ら
証
明
さ
れ
る
の

は
、
タ
イ
が
絡
む
と
ラ
オ
ス
や
カ
ン
ボ

ジ
ア
で
は
過
剰
に
反
応
し
、
バ
ッ
シ
ン
グ

に
火
が
つ
く
こ
と
だ
。
タ
イ
の
バ
ー
ツ
経

済
圏
の
拡
大
や
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
し
た

ラ
オ
ス
へ
の
文
化
的
侵
略
に
対
し
て
、

ラ
オ
ス
の
国
民
感
情
は
、
憧
れ
、
劣
等

感
、
妬
み
と
、
過
去
の
歴
史
に
対
す
る
恨

み
と
が
、
複
雑
に
入
り
混
じ
っ
て
い
る
。

07
年
2
月
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
は
再

び
タ
イ
と
ラ
オ
ス
を
巻
き
込
む
事
件
に

遭
遇
し
た
。
タ
イ
の
テ
レ
ビ
局
、
チ
ャ

ン
ネ
ル
７
で
放
映
予
定
だ
っ
た
タ
イ
人

男
性
と
ラ
オ
ス
人
女
性
の
恋
を
描
い
た

『
メ
コ
ン
河
の
ラ
ブ
ソ
ン
グ
』
に
ヒ
ロ
イ

ン
と
し
て
出
演
し
た
と
き
の
こ
と
だ
。

撮
影
も
終
わ
り
放
送
直
前
に
な
っ
て
、

ラ
オ
ス
政
府
か
ら
放
映
に
対
し
て
抗
議

が
あ
っ
た
。
放
映
開
始
前
日
に
、
タ
イ

側
は
外
交
問
題
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
て

放
映
の
延
期
を
決
定
し
た
。
ラ
オ
ス
政

府
の
抗
議
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
が
演

じ
る
ヒ
ロ
イ
ン
の
ラ
オ
ス
人
女
性
が
偏

見
で
描
か
れ
た
も
の
で
、
ラ
オ
ス
が
侮

辱
さ
れ
て
い
る
と
の
理
由
だ
っ
た
。

澄
ん
だ
声
と
抜
群
の
歌
唱
力
、

高
い
音
楽
性
と
知
性
、
語
学
力

数
カ
月
後
に
、問
題
点
が
修
正
さ
れ
て

テ
レ
ビ
番
組
は
放
映
さ
れ
た
。
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ラ
は
、
ド
ラ
マ
の
な
か
で
も
、
得

意
の
バ
イ
オ
リ
ン
や
歌
、
踊
り
を
披
露

し
、
タ
イ
で
も
一
人
で
は
歩
け
な
い
ほ
ど

の
人
気
ス
タ
ー
と
な
っ
た
。
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ラ
の
タ
イ
で
の
デ
ビ
ュ
ー
は
、
こ
れ
ま

で
の
タ
イ
か
ら
ラ
オ
ス
へ
と
い
う
音
楽

の
流
れ
を
、
初
め
て
ラ
オ
ス
か
ら
タ
イ
へ

と
変
え
る
画
期
的
な
出
来
事
と
な
っ
た
。

08
年
に
は
、
タ
イ
の
同
じ
チ
ャ
ン
ネ

ル
７
で
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ『
ジ
ャ
ン
グ
ル

の
娘
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
を
演
じ
、
歌
と
踊

り
も
交
え
て
好
演
し
た
。
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ラ
の
ラ
オ
・
ポ
ッ
プ
ス
は
、
タ
イ
で

の
人
気
を
不
動
の
も
の
に
し
た
。
バ
ン

コ
ク
の
街
に
は
、
い
ま
だ
に
彼
女
の
出

演
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
海
賊
版
が
出

回
る
人
気
ぶ
り
だ
。

小
国
ラ
オ
ス
の
現
在
22
歳
の
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ラ
は
、
タ
イ
と
ラ
オ
ス
の
歴
史

を
超
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
一
人
の
歌

手
と
し
て
の
歩
み
を
見
る
と
、
ラ
オ
ス

の
社
会
、
そ
し
て
隣
国
タ
イ
と
の
関
係

を
写
し
出
す
鏡
の
よ
う
だ
。

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
は
、
今
、
日
本
の

大
学
院
で
学
び
、
日
本
デ
ビ
ュ
ー
も
視

野
に
入
れ
て
い
る
。
愛
く
る
し
く
清
楚

で
凛
と
し
た
存
在
感
が
あ
り
、
澄
ん
だ

声
と
抜
群
の
歌
唱
力
、
高
い
音
楽
性
と

知
性
、
卓
越
し
た
語
学
力
を
備
え
る
ラ

オ
ス
の
歌
姫
が
、
メ
コ
ン
河
を
越
え
て
、

ア
ジ
ア
の
歌
姫
へ
と
羽
ば
た
く
将
来
が

楽
し
み
だ
。a
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